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7 総務省 - - -

以下の細分類に内容例示を追加していただきたい。

「0999 他に分類されない食料品製造業」
○カット野菜製造業

「3191 自転車・同部分品製造業」
○車いす製造業（手動式のもの）

「3199 他に分類されない輸送用機械器具製造業」
○車いす製造業（電動式のもの）

総務省ＨＰ「日本標準産業分類に関するよくあるお問合せにつ
いて」に記載されており、紛らわしい項目であるため。

第６回 経済産業省 御意見を踏まえ各細分類を修正する。
それぞれの分類の位置付けを明確化するために、内

容例示を追加する。

16 総務省
Ｅ
製造業

095
0999

項目名
小分類095－糖類製造業について、糖類の範囲を明確

にしていただきたい。
果糖製造業は、「0999 他に分類されない食料品製造業」に分

類されており、糖類の範囲が不明なため。
第６回 経済産業省

「果糖製造業」を「0953 ぶどう糖・水あめ・異
性化糖製造業」に移動する。

果糖は糖類であるため、「0999 他に分類されない食料
品製造業」から、該当する小分類095－糖類製造業の
「0953 ぶどう糖・水あめ・異性化糖製造業」に移動するこ
ととする。

18 総務省
Ｅ
製造業

2731 項目名

「2731 体積計製造業」、「2732 はかり製造業」、「2739 そ
の他の計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具製造業」の細分類のそれぞれの考え
方についてお示しいただきたい。

中分類27－業務用機械器具製造業は、業務用・サービス用の
生産に供される機械器具を製造する事業所が分類されるが、
2731、2732、2739には民生用も含まれると考えてよいか。

第６回 経済産業省 現行通りとする。

原則、業務用だが、民生用でも用いられる製品も混在
しているため。例えば、2731では「計量米びつ」、2732で
は「上皿はかり」、「キッチンスケール」などがあり、民生用
でも用いられる製品も混在しているため。

20 総務省
Ｅ
 製造業

3131 項目名
「3131 船舶製造・修理業」の定義文中のただし書き「製

造・修理する事業所」の「修理」は「船体ブロック」にもかかる
か、お示しいただきたい。

「船体ブロック」の修理が想定できないため、判断基準をお示し
いただきたい。

第６回 経済産業省
説明文の「船体ブロック」を「船体ブロックの製

造」に修正する。

「船体ブロック」は船の製造に用いられるものであり、修
理はないことから、その主旨を明確化するために説明文
を修正する。

21 総務省
Ｅ
製造業

3251
ほか

項目名
無人航空機、小型無人機、ドローン、マルチコプター等

に関する記載を検討していただきたい。
新しい業種で記載がないため、定義文や○例示等で、分類を

明確に示していただきたい。
第６回 経済産業省

ドローンについては、国際標準産業分類の改
訂の課題として挙がっていることから、国際標
準産業分類の改訂の議論を踏まえて、今後、
検討することとしたい。

22 総務省
Ｅ 製造業
Ｉ 卸売業，
小売業

2922
ほか

項目名
電気自動車（EV）に関する記載を検討していただきた

い。
（EV用モータ、充電機など）

新しい製品で記載がないので、定義文や○例示で、分類を明
確に示していただきたいため。

第６回 経済産業省

以下の細分類に内容例示を追加する。

「2814 集積回路製造業」
〇コンバータ製造業

「2851 電源ユニット・高周波ユニット・コントロー
ルユニット製造業」
○パワーコントロールユニット製造業

「2911 発電機・電動機・その他の回転電気機
械製造業」
○電動車両用モーター（トラクションモータ、電
力モータ）製造業

「2929 その他の産業用電気機械器具製造業
（車両用，船舶用を含む）」
〇車載充電器製造業（電気自動車用）

「2951 蓄電池製造業」
○鉛蓄電池製造業

「2999 その他の電気機械器具製造業」
〇燃料電池セパレータ製造業

現行の産業分類において、これらの部品の製造業の
記載がないことから、それらの位置付けを明確化するた
めに記載する。

25 総務省
Ｅ
製造業

1157
1421

説明文
現行の産業分類で判断できない不織布の分類について

お示しいただきたい。

不織布については製法の違いで1157 フェルト・不織布製造業
又は、1421 洋紙製造業に分けられているが、その２つ以外の製
法による不織布の分類について例示に記載がないため。

第６回 経済産業省 両方の例示を削除する。
過去とは異なり、現在は製法別（湿式または乾式）に不

織布と洋紙別に区分は出来ないことから、例示の製法を
削除する。

26 総務省
Ｅ
製造業

131 説明文
小分類131－家具製造業定義文中の「つい立」と「1391

その他の家具・装備品製造業」定義文中の「事務所用つい
立」の違いをお示しいただきたい。

判断基準を明確化したい。 第６回 経済産業省 検討中 検討中

29 総務省
Ｅ
製造業

1633
1799

説明文
「バイオマス燃料」に関する記載を検討していただきた

い。

CO2排出量を抑えるために、バイオマス（生物体）由来の燃料
を石油燃料等の代替として多く使用され始めている。

バイオマス燃料には、木質ペレットバイオエタノール、バイオガ
ス、バイオディーゼルなど実用化されているため例示を掲載いた
だきたい。

第６回 経済産業省

以下の細分類に内容例示を追加する。

「1633 発酵工業」
○バイオエタノール製造業、バイオガス製造業

「1641 脂肪酸・硬化油・グリセリン製造業」
○バイオディーゼル製造業

「3299 他に分類されないその他の製造業」
○木質ペレット製造業

CO2排出量を抑えるために、バイオマス（生物体）由来
の燃料を石油燃料等の代替として多く使用され始めてい
ることから、それらの位置付けを明確化するために記載
する。
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30 総務省
Ｅ
製造業

1646 説明文
「1646 洗浄剤・磨用剤製造業」の〇例示「洗浄剤（石け

ん，合成洗剤でないもの）製造業」とは、どのようなものか具
体例で記載いただきたい。

「洗浄剤（石けん，合成洗剤でないもの）製造業」では、成分で
異なるのか、使用対象で異なるのか、何を示しているのは不明瞭
なため。

第６回 経済産業省

「1642 石けん・合成洗剤製造業」と「1646 洗
浄剤（石けん，合成洗剤でないもの）製造業」
の違いがわかりにくいとの御意見を踏まえ、成
分で異なることがわかるような説明文の記載及
び内容例示を追記（下線部）する。

「1642 石けん・合成洗剤製造業」
主として石けん，合成洗剤（洗浄の主な作用

が界面活性剤によるもの）を製造する事業所を
いう。

「1646 洗浄剤・磨用剤製造業」
主として石けん・合成洗剤以外の洗浄剤（洗

浄の主な作用が界面活性剤以外の酸、アルカ
リ、酸化剤の化学作用等によるもの），磨用剤，
つや出し剤及びその関連製品を製造する事業
所をいう。

○酸性洗浄剤製造業；アルカリ性洗浄剤製
造業

×漂白剤製造業［1699］

「1699 他に分類されない化学工業製品製造
業」

○漂白剤製造業

現行の産業分類に合わせて、石けんの成分別に、より
適切に分類の位置付けが分かるようにするため。

34 総務省
Ｅ
製造業

2535 説明文
「ヒートポンプ」について、関係項目に説明文、例示等の

追加を検討していただきたい。

現行の産業分類では不明瞭なため、説明表記や例示等を記載
することで分類を明確に示していただきたいため。

ヒートポンプの製造は、「2535 冷凍機・温湿調整装置製造業」と
考えられるが、業務用機械、家庭用機械にも利用される技術のた
め、どのように分類するのが適当かお示しいただきたい。

第６回 経済産業省 現行通りとする。

ヒートポンプは、空気中などから熱を収集して⼤きな熱

エネルギーとして利用する「技術」のことであり、製品その
ものではないことから現行通りの記載内容とする。

なお、ヒートポンプ技術を使用した製品は、それぞれの
製品の分類に該当すると思われ、ヒートポンプの有無を
問わない。

41 総務省
Ｅ
製造業

1117
1119
（1499）

移項

「1499 その他のパルプ・紙・紙加工品製造業」の
○例示「抄繊紙糸製造業」は、紙を撚って製造していること
から紡績業として、「1117 ねん糸製造業（かさ高加工糸を
除く）」又は、「1119 その他の紡績業」に分類するのが妥当
ではないか。考え方をお示しいただきたい。

抄繊紙糸製造は、紙を撚って製造していることら紡績業として
「1117」または「1119」に分類するのが妥当ではないか。

第６回 経済産業省 現行通りとする。
抄繊糸（しょうせんし）は、紙をいったん製造してからス

リット（切る）してたばねる（紙をこよりにする感じ）ことか
ら、繊維とは考えにくいため。

42 総務省
Ｅ
製造業

1393 移項
「1393 鏡縁・額縁製造業」の〇例示「さお縁製造業」は

「1221 造作材製造業（建具を除く）」に分類するのが妥当
ではないか。

天井板を支えるために天井板に直角に取り付ける細長い木材
のため。
「1221 造作材製造業（建具を除く）」に分類されるのではないか。

第６回 経済産業省
御意見を踏まえ、「さお縁製造業」は「1221

造作材製造業（建具を除く）」の分類に変更す
る。

さお縁は、天井板を支えるために天井板に直角に取り
付ける木材であり、造作材（建築内部の仕上げ材等の総
称）に該当することが適当と考えられるため。
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